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② 成果と課題 

全
体
的
な
状
況 

成果 

◇ 情報を正確に聞き取ること、聞いて概要を理解することについて相当数の生徒ができ

ている。 

◇ 生徒質問紙の「英語への関心等」への肯定的回答の割合は全国に比べ高い。 

課題 

◆ ３人称単数現在形の文など、語や文法事項等を正しく用いて文を書くことや、与えら

れたテーマについて考えを整理して正しく内容を伝えることに課題がある。 

◆ 問題形式別にみると、全国に比べ、「短答式」、「記述式」が低く課題がある。また、「短

答式」「記述式」のすべての設問において、無解答率が全国よりも高い。 
 

聞くこと 

◇ 情報を正確に聞き取る設問である【１⑴】(千葉91.3％、全国91.1％)及び【１⑵】(千

葉88.4％、全国88.6％)、まとまりのある話の概要を理解できているか問う設問【３】

(千葉82.4％、全国82.0％)は、相当数(正答率80％以上)の生徒ができている。 

◆ 聞いて把握した内容について英語で適切に応じる設問【４】(千葉7.7％、全国7.6％)

は、全国を上回ったが、正答率は低い状況である。また、この設問の無解答率は千葉

46.2％、全国42.3％で、本県では半数近くが無解答という状況である。聞いて理解す

るだけの活動ではなく、話し手の働きかけに対してどのような応答がふさわしいのか

考えさせ、自分の考えや意見を表現させる活動を積み重ねることが大切である。 

読むこと 

◇ 日常的な話題について情報を正確に読み取る設問【５⑴】(千葉77.4％、全国79.4％)、

【５⑵】(千葉73.7％、全国74.4％)、【５⑶】(千葉74.3％、全国73.1％)は、70%を

超える生徒ができている。 

◆ まとまりのある文章を読んで書き手が最も伝えたい内容を選ぶ設問【７】(千葉34.3％、

全国 32.8％)及び資料を読んで文中に書かれた問いかけに対する自分の考えを書く設

問【８】(千葉9.7％、全国10.9％)は、正答率が低い状況である。読む目的を理解さ

せ、複数の情報の中から、書き手が最も伝えたいことは何かを考えさせる指導が大切

である。また、英文の意味を理解するだけではなく、賛否や感想、自分の考えなどを

話したり書いたりして表現するなど、領域間の統合的な言語活動に結び付けていくこ

とが重要である。 

書くこと 

◇ 文の中で適切に接続詞ifを用いることができるか問う設問【９⑴①】(千葉78.5％、

全国 79.9％)及び一般動詞の２人称単数現在時制の疑問文を正確に書くことができる

か問う設問【９⑵①】(千葉73.1％、全国73.6％)は、70%を超える生徒ができている。 

◆ 与えられた情報に基づき３人称単数現在時制の肯定文・否定文を正確に書けるか問う

設問【９⑶①】(千葉49.2％、全国53.5％)、【９⑶②】(千葉29.2％、全国32.9％)、

【９⑶③】(千葉34.5％、全国37.4％)は、正答率が低く、課題がある。また、２つの

案を比較してどちらがよいか理由とともに意見を書く設問【１０】(千葉1.4％、全国

1.8％)は正答率が2%未満で大きな課題がある。 

話すこと 

◆ 全国（国公私立）において、すべての設問で正答率が50％未満となっている。特に

やり取りを聞き、即興で質問をする設問【２】(全国 10.5%)は、正答率が低く、無解

答率も高くなっている。生徒同士が準備なしでやり取りをする機会を計画的・継続的

に設定すること、教師が既習の文法事項を用いて生徒との即興的なやりとりを楽しむ

ことが重要である。 また、Teacher Talkなど大量の英語を与えることも必要である。 
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（５）中学校英語 

① 調査区分ごとに見た傾向 
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○経年変化グラフ 

 

 

平均正答率 
平均正答率は、全国に比べ 1.0 ポイント低い。 

 

領   域 
全国を 100 とした時の指数に比べ、「聞くこと」が 0.7 ポイント高く、「読むこと」

は 0.7 ポイント、「書くこと」は 3.1 ポイント低い。 

 

問 題 形 式 

指数では、「選択式」が 0.4 ポイント高く、「短答式」は 5.1 ポイント、「記述式」

は 7.4 ポイント低い。 
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 　③　各設問の結果

●聞くこと、読むこと、書くこと

[

知
識

]

に
関
す
る
問
題

[

活
用

]

に
関
す
る
問
題

千
葉
県
（

公
立
）

千
葉
県
（

公
立
）

（１） 聞 言 〇 選 91.3 0.2 0.1 -0.1

（２） 聞 言 〇 選 88.4 -0.2 0.1 0.0

（３） 聞 言 〇 選 74.0 1.7 0.1 -0.1

（４） 聞 言 〇 選 65.4 3.6 △ 0.1 -0.1

2 聞 理 〇 選 69.3 -2.5 0.1 -0.1

3 聞 理 〇 選 82.4 0.4 0.1 -0.1

4 聞 理 〇 記 7.7 0.1 46.2 3.9 ▼

問
題
形
式

(参考)

家での会話を聞いて、そ
の内容を最も適切に表し
ている絵を選択する

イギリスと日本の類似点
や相違点についてのス
ピーチを聞いて、話の展
開に合わせて示す絵を並
び替える

天気予報を聞いて、ピク
ニックに行くのに最も適
する曜日を選択する

聞いて把握した内容について、
適切に応じることができる

まとまりのある英語を聞いて、
必要な情報を理解することがで
きる

まとまりのある英語を聞いて、
話の概要を理解することができ
る

日常的な話題について、情報を
正確に聞き取ることができる

日常的な話題について、情報を
正確に聞き取ることができる

（凡例）

　〔出題の趣旨〕
　　　「課題改善」　過去の調査結果からの課題を踏まえた問題
　　　「同一」　　　過去の調査と同一の問題
　〔領域〕学習指導要領の領域
　　　「聞」　聞くこと　　　「話」　話すこと
　　　「書」　書くこと　　　「読」　読むこと
　〔評価の観点〕
　　　「関」　コミュニケーションへの関心・意欲・態度
　　　「表」　外国語表現の能力　　　「理」　外国語理解の能力
　　　「言」　言語や文化についての知識・理解
　〔問題形式〕
　　　「選」　選択式　　　　「短」　短答式／口述式（話すこと）
　　　「記」　記述式／口述式（話すこと）

設
問
番
号

設問の概要
領
域

評
価
の
観
点

無解答率

出題の趣旨

全
国
と
の
差

全
国
と
の
差

正答率

：全国との差３．０ポイント以上
：全国との差３．０ポイント以上

問
　
題

1

ある状況を描写する英語
を聞いて、その内容を最
も適切に表している絵を
選択する

教室英語を聞いて、その
指示の内容を最も適切に
表している絵を選択する

外国人の先生と女子生徒
の会話を聞いて、その内
容を最も適切に表してい
る絵を選択する

来日する留学生の音声
メッセージを聞いて、部
活動についてのアドバイ
スを書く

△（ 良  好 ）
▼（課題あり）

：全国を下回るもの

教室英語を理解して、情報を正
確に聞き取ることができる

語と語の連結による音変化をと
らえて、情報を正確に聞き取る
ことができる
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[

知
識

]

に
関
す
る
問
題

[

活
用

]

に
関
す
る
問
題

千
葉
県
（

公
立
）

千
葉
県
（

公
立
）

問
題
形
式

(参考)

設
問
番
号

設問の概要
領
域

評
価
の
観
点

無解答率

出題の趣旨

全
国
と
の
差

全
国
と
の
差

正答率

問
　
題

（１） 読 言 〇 選 77.4 -2.0 0.1 -0.1

（２） 読 言 〇 選 73.7 -0.7 0.2 0.0

（３） 読 言 〇 選 74.3 1.2 0.4 0.0

6 読 理 〇 選 61.9 -1.0 0.5 0.1

7 読 理 〇 選 34.3 1.5 1.1 0.1

8 読 理 〇 記 9.7 -1.2 33.6 5.7 ▼

（１）① 書 言 〇 選 78.5 -1.4 0.3 0.0

（１）② 書 言 〇 選 60.6 2.4 0.5 0.0

（２）① 書 言 〇 短 73.1 -0.5 5.1 0.7

（２）② 書 言 〇 短 28.6 -0.3 14.3 1.7

（３）① 書 言 〇 短 49.2 -4.3 ▼ 7.9 1.5

（３）② 書 言 〇 短 29.2 -3.7 ▼ 11.1 1.8

（３）③ 書 言 〇 短 34.5 -2.9 12.2 1.7

文中の空所に入れる接続
詞として、最も適切なも
のを選択する

与えられた情報に基づいて、一
般動詞の３人称単数現在時制の
否定文を正確に書くことができ
る

与えられた情報に基づい
て、ある女性を説明する
英文を書く

食糧問題について書かれ
た資料を読んで、その問
題に対する自分の考えを
書く

発表活動のためにまとめ
られた１００円ショップ
についての文章を読ん
で、話の流れを示すスラ
イドとして最も適切なも
のを選択する

チンパンジーに関する説
明文とその前後にある対
話を読んで、書き手が最
も伝えたい内容を選択す
る

日常的な話題について、簡単な
語句や文で書かれたものの内容
を、正確に読み取ることができ
る

まとまりのある文章を読んで、
説明文の大切な部分を理解する
ことができる

与えられた情報に基づい
て、ある女性を説明する
英文を書く

5

与えられた英語を適切な
形に変えたり、不足して
いる語を補ったりなどし
て、会話が成り立つよう
に英文を書く

与えられた英語を適切な
形に変えたり、不足して
いる語を補ったりなどし
て、会話が成り立つよう
に英文を書く

与えられた情報に基づい
て、ある女性を説明する
英文を書く

ある場所を説明する英文
を読んで、空所に入る語
句として最も適切なもの
を選択する

ある状況を描写する英文
を読んで、その内容を最
も適切に表している絵を
選択する

文中の空所に入れる接続
詞として、最も適切なも
のを選択する

月ごとの平均気温を表し
たグラフを見て、その内
容を正しく表している英
文を選択する

9

与えられた情報に基づいて、３
人称単数現在時制の肯定文を正
確に書くことができる

与えられた情報に基づいて、３
人称単数現在時制の肯定文を正
確に書くことができる

一般動詞の１人称複数過去時制
の肯定文を正確に書くことがで
きる

一般動詞の２人称単数現在時制
の疑問文を正確に書くことがで
きる

文の中で適切に接続詞を用いる
ことができる

文の中で適切に接続詞を用いる
ことができる

書かれた内容に対して、自分の
考えを示すことができるよう、
話の内容や書き手の意見などを
とらえることができる

まとまりのある文章を読んで、
話のあらすじを理解することが
できる

日常的な話題について、簡単な
文で書かれたものの内容を、正
確に読み取ることができる

日常的な話題について、簡単な
文で書かれたものの内容を、正
確に読み取ることができる
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　〔領域〕学習指導要領の領域
　　　「聞」　聞くこと　　　「話」　話すこと
　　　「書」　書くこと　　　「読」　読むこと
　〔評価の観点〕
　　　「関」　コミュニケーションへの関心・意欲・態度
　　　「表」　外国語表現の能力　　　「理」　外国語理解の能力
　　　「言」　言語や文化についての知識・理解
　〔問題形式〕
　　　「選」　選択式　　　　「短」　短答式／口述式（話すこと）
　　　「記」　記述式／口述式（話すこと）

設
問
番
号

設問の概要
領
域

評
価
の
観
点

無解答率

出題の趣旨

全
国
と
の
差

全
国
と
の
差

正答率

：全国との差３．０ポイント以上
：全国との差３．０ポイント以上

問
　
題

1

ある状況を描写する英語
を聞いて、その内容を最
も適切に表している絵を
選択する

教室英語を聞いて、その
指示の内容を最も適切に
表している絵を選択する

外国人の先生と女子生徒
の会話を聞いて、その内
容を最も適切に表してい
る絵を選択する

来日する留学生の音声
メッセージを聞いて、部
活動についてのアドバイ
スを書く

△（ 良  好 ）
▼（課題あり）

：全国を下回るもの

教室英語を理解して、情報を正
確に聞き取ることができる

語と語の連結による音変化をと
らえて、情報を正確に聞き取る
ことができる
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[

知
識

]

に
関
す
る
問
題

[

活
用

]

に
関
す
る
問
題

千
葉
県
（

公
立
）

千
葉
県
（

公
立
）

問
題
形
式

(参考)

設
問
番
号

設問の概要
領
域

評
価
の
観
点

無解答率

出題の趣旨

全
国
と
の
差

全
国
と
の
差

正答率

問
　
題

（１） 読 言 〇 選 77.4 -2.0 0.1 -0.1

（２） 読 言 〇 選 73.7 -0.7 0.2 0.0

（３） 読 言 〇 選 74.3 1.2 0.4 0.0

6 読 理 〇 選 61.9 -1.0 0.5 0.1

7 読 理 〇 選 34.3 1.5 1.1 0.1

8 読 理 〇 記 9.7 -1.2 33.6 5.7 ▼

（１）① 書 言 〇 選 78.5 -1.4 0.3 0.0

（１）② 書 言 〇 選 60.6 2.4 0.5 0.0

（２）① 書 言 〇 短 73.1 -0.5 5.1 0.7

（２）② 書 言 〇 短 28.6 -0.3 14.3 1.7

（３）① 書 言 〇 短 49.2 -4.3 ▼ 7.9 1.5

（３）② 書 言 〇 短 29.2 -3.7 ▼ 11.1 1.8

（３）③ 書 言 〇 短 34.5 -2.9 12.2 1.7

文中の空所に入れる接続
詞として、最も適切なも
のを選択する

与えられた情報に基づいて、一
般動詞の３人称単数現在時制の
否定文を正確に書くことができ
る

与えられた情報に基づい
て、ある女性を説明する
英文を書く

食糧問題について書かれ
た資料を読んで、その問
題に対する自分の考えを
書く

発表活動のためにまとめ
られた１００円ショップ
についての文章を読ん
で、話の流れを示すスラ
イドとして最も適切なも
のを選択する

チンパンジーに関する説
明文とその前後にある対
話を読んで、書き手が最
も伝えたい内容を選択す
る

日常的な話題について、簡単な
語句や文で書かれたものの内容
を、正確に読み取ることができ
る

まとまりのある文章を読んで、
説明文の大切な部分を理解する
ことができる

与えられた情報に基づい
て、ある女性を説明する
英文を書く

5

与えられた英語を適切な
形に変えたり、不足して
いる語を補ったりなどし
て、会話が成り立つよう
に英文を書く

与えられた英語を適切な
形に変えたり、不足して
いる語を補ったりなどし
て、会話が成り立つよう
に英文を書く

与えられた情報に基づい
て、ある女性を説明する
英文を書く

ある場所を説明する英文
を読んで、空所に入る語
句として最も適切なもの
を選択する

ある状況を描写する英文
を読んで、その内容を最
も適切に表している絵を
選択する

文中の空所に入れる接続
詞として、最も適切なも
のを選択する

月ごとの平均気温を表し
たグラフを見て、その内
容を正しく表している英
文を選択する

9

与えられた情報に基づいて、３
人称単数現在時制の肯定文を正
確に書くことができる

与えられた情報に基づいて、３
人称単数現在時制の肯定文を正
確に書くことができる

一般動詞の１人称複数過去時制
の肯定文を正確に書くことがで
きる

一般動詞の２人称単数現在時制
の疑問文を正確に書くことがで
きる

文の中で適切に接続詞を用いる
ことができる

文の中で適切に接続詞を用いる
ことができる

書かれた内容に対して、自分の
考えを示すことができるよう、
話の内容や書き手の意見などを
とらえることができる

まとまりのある文章を読んで、
話のあらすじを理解することが
できる

日常的な話題について、簡単な
文で書かれたものの内容を、正
確に読み取ることができる

日常的な話題について、簡単な
文で書かれたものの内容を、正
確に読み取ることができる
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[

知
識

]

に
関
す
る
問
題

[

活
用

]

に
関
す
る
問
題

千
葉
県
（

公
立
）

千
葉
県
（

公
立
）

問
題
形
式

(参考)

設
問
番
号

設問の概要
領
域

評
価
の
観
点

無解答率

出題の趣旨

全
国
と
の
差

全
国
と
の
差

正答率

問
　
題

10 書 表 〇 記 1.4 -0.4 10.5 2.2

●話すこと

[

知
識

]

に
関
す
る
問
題

[

活
用

]

に
関
す
る
問
題

（１） 話 言 〇
短
／
口

（２） 話 言 〇
短
／
口

（３） 話 言 〇
短
／
口

2 話 表 〇
記
／
口

3 話 表 〇
記
／
口

45.8 4.6

20.710.5

(

※
参
考
値

)

全
　
国

(

※
参
考
値

)

全
　
国

7.025.7

6.644.7

8.627.3

領
域

評
価
の
観
点

無解答率

与えられたテーマについて考え
を整理し、文と文のつながりな
どに注意してまとまりのある文
章を書くことができる

問
　
題

設
問
番
号

設問の概要 出題の趣旨

(参考)

学校を表す２つのピクト
グラム（案内用図記号）
の案を比較して、どちら
がよいか理由とともに意
見を書く

問
題
形
式

正答率

バスで登校する少年の絵
を見て、交通手段を答え
る

海外のテレビ局の要望に
応えて、自分の将来の
夢、またはやってみたい
こと等を話す

カレンダーを見て、少女
の誕生日を答える

テレビを見ている２人の
子供の絵を見て、何をし
ているのか答える

ユイコとアラン先生のや
り取りを聞き、その内容
を踏まえて会話が続いて
いくように、即興で質問
をする

1

与えられたテーマについて考え
を整理し、まとまりのある内容
を話すことができる

聞いて把握した内容について、
やり取りすることができる

適切に強勢を置き、交通手段に
関する基本的な表現を理解し
て、応答することができる

基本的な文法（現在進行形）
を理解して、応答することがで
きる

月日に関する基本的な表現を理
解して、応答することができる

－ 48 －
－ 49 － 

４ 

問題の概要・趣旨 正答率(％) 無解答率(％) 

聞いて把握した内容について、適切に応じることができる 

（聞くこと） 

県 差 県 差 

7.7 +0.1 46.2 +3.9 

※「差」は，全国平均との差を示している。 

中学校・英語【課題の⾒られた設問の例】  
 
 

 

 

 

 

 

［スクリプト］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

問題の概要・趣旨 正答率(％) 

まとまりのある文章を読んで説明文の大切な部分を理解することができる

（読むこと） 

県 差 

34.3 +1.5 

○正答は、You can try the judo club.など、部活動の

アドバイスになっていて、理解できる英語で伝えたい

内容が書かれているものである。本県では、Enjoy 

Japanese culture.など部活動についてのアドバイス

になっていない解答が 28.3%、文法等に誤りがあり内

容が理解できない解答が 14.7%となっている。英語を

聞いて適切に応じる活動が日頃の授業であまり行わ

れていないことが要因の１つと考えられる。 

 

○学習指導に当たっては、「聞くこと」が目的をもって

行う能動的な活動であることを念頭に置き、聞いて理

解するだけの活動にしないことが大切である。話し手

にどのような応答がふさわしいのか考えさせ、内容を

踏まえて自分の考えや意見を表現させることが重要

である。実際に聞いて応じる活動を積み重ね、体験的

に身に付けさせていくことも必要である。 

○正答は「１」である。誤答については、２が 19.8%、

３が 25.4%、４が 19.3%となっている。１～４は全て

本文中に述べられている情報である。誤答の原因は、

文章の内容が理解できていなかったり、How smart are 

they?という手掛かりを基に書き手が最も伝えたいこ

とを判断できていなかったりしていることと考えら

れる。 

 

○学習指導に当たっては、文章全体を漫然と読ませるの

ではなく、繰り返し用いられている語句や問いかけな

どの手掛かりを基に、最も大切な語句や文を選ばせた

り、各段落の働きを理解させたりすることが重要であ

る。また、文章の最も大切な部分について意見交換を

する活動も有効である。このような活動を行うには、

日常的な話題にとどまらず、社会的な話題についての

題材も扱うことが大切である。 
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関
す
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題

[
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用

]

に
関
す
る
問
題

千
葉
県
（

公
立
）

千
葉
県
（

公
立
）

問
題
形
式

(参考)

設
問
番
号

設問の概要
領
域

評
価
の
観
点

無解答率

出題の趣旨

全
国
と
の
差

全
国
と
の
差

正答率

問
　
題

10 書 表 〇 記 1.4 -0.4 10.5 2.2

●話すこと

[

知
識

]

に
関
す
る
問
題

[

活
用

]

に
関
す
る
問
題

（１） 話 言 〇
短
／
口

（２） 話 言 〇
短
／
口

（３） 話 言 〇
短
／
口

2 話 表 〇
記
／
口

3 話 表 〇
記
／
口

45.8 4.6

20.710.5

(

※
参
考
値

)

全
　
国

(

※
参
考
値

)

全
　
国

7.025.7

6.644.7

8.627.3

領
域

評
価
の
観
点

無解答率

与えられたテーマについて考え
を整理し、文と文のつながりな
どに注意してまとまりのある文
章を書くことができる

問
　
題

設
問
番
号

設問の概要 出題の趣旨

(参考)

学校を表す２つのピクト
グラム（案内用図記号）
の案を比較して、どちら
がよいか理由とともに意
見を書く

問
題
形
式

正答率

バスで登校する少年の絵
を見て、交通手段を答え
る

海外のテレビ局の要望に
応えて、自分の将来の
夢、またはやってみたい
こと等を話す

カレンダーを見て、少女
の誕生日を答える

テレビを見ている２人の
子供の絵を見て、何をし
ているのか答える

ユイコとアラン先生のや
り取りを聞き、その内容
を踏まえて会話が続いて
いくように、即興で質問
をする

1

与えられたテーマについて考え
を整理し、まとまりのある内容
を話すことができる

聞いて把握した内容について、
やり取りすることができる

適切に強勢を置き、交通手段に
関する基本的な表現を理解し
て、応答することができる

基本的な文法（現在進行形）
を理解して、応答することがで
きる

月日に関する基本的な表現を理
解して、応答することができる
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４ 

問題の概要・趣旨 正答率(％) 無解答率(％) 

聞いて把握した内容について、適切に応じることができる 

（聞くこと） 

県 差 県 差 

7.7 +0.1 46.2 +3.9 

※「差」は，全国平均との差を示している。 

中学校・英語【課題の⾒られた設問の例】  
 
 

 

 

 

 

 

［スクリプト］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

問題の概要・趣旨 正答率(％) 

まとまりのある文章を読んで説明文の大切な部分を理解することができる

（読むこと） 

県 差 

34.3 +1.5 

○正答は、You can try the judo club.など、部活動の

アドバイスになっていて、理解できる英語で伝えたい

内容が書かれているものである。本県では、Enjoy 

Japanese culture.など部活動についてのアドバイス

になっていない解答が 28.3%、文法等に誤りがあり内

容が理解できない解答が 14.7%となっている。英語を

聞いて適切に応じる活動が日頃の授業であまり行わ

れていないことが要因の１つと考えられる。 

 

○学習指導に当たっては、「聞くこと」が目的をもって

行う能動的な活動であることを念頭に置き、聞いて理

解するだけの活動にしないことが大切である。話し手

にどのような応答がふさわしいのか考えさせ、内容を

踏まえて自分の考えや意見を表現させることが重要

である。実際に聞いて応じる活動を積み重ね、体験的

に身に付けさせていくことも必要である。 

○正答は「１」である。誤答については、２が 19.8%、

３が 25.4%、４が 19.3%となっている。１～４は全て

本文中に述べられている情報である。誤答の原因は、

文章の内容が理解できていなかったり、How smart are 

they?という手掛かりを基に書き手が最も伝えたいこ

とを判断できていなかったりしていることと考えら

れる。 

 

○学習指導に当たっては、文章全体を漫然と読ませるの

ではなく、繰り返し用いられている語句や問いかけな

どの手掛かりを基に、最も大切な語句や文を選ばせた

り、各段落の働きを理解させたりすることが重要であ

る。また、文章の最も大切な部分について意見交換を

する活動も有効である。このような活動を行うには、

日常的な話題にとどまらず、社会的な話題についての

題材も扱うことが大切である。 
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－ 50 － 

 

８ 

問題の概要・趣旨 正答率(％) 無解答率(％) 

書かれた内容に対して、自分の考えを示すことができるよ

う、話の内容や書き手の意見などをとらえることができる

（読むこと） 

県 差 県 差 

9.7 -1.2 33.6 +5.7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９⑶ 

問題の概要・趣旨 正答率(％) 

与えられた情報に基づき３人称単数現在時制の肯定文・否定文を正確

に書くことができる（書くこと） 

 県 差 

① 49.2 -4.3 

② 29.2 -3.7 

③ 34.5 -2.9 

○正答は、３人称単数現在時制の肯定文または否定文を

正確に書いているものである。①では、問題の指示文

を正しく理解できていない生徒や She from 

Australia.のように動詞の欠落などの語や文法事項

等を理解していない生徒が 37.5%であった。②では動

詞の活用形に誤りがある生徒が 16.6%、語や文法事項

に誤りがある生徒が 21.5%、これらとは異なる誤りが

ある生徒が 21.1%であった。③では一般動詞の否定形

や動詞の活用形に誤りがある生徒が 21.5%、語や文法

事項に誤りがある生徒が 8.2%、これらとは異なる誤り

がある生徒が 22.5%であった。３人称単数現在時制の

肯定文、否定文を正確に書くこと、基本的な語や文法

事項等を理解して文を書くことに課題がみられる。 

 

○学習指導に当たっては、コミュニケーションの目的や

場面、状況のある言語活動において、様々な個別の知

識を活用させて文を書かせること、生徒の誤りについ

て生徒自身に考えさせるなどの指導を繰り返すこと

が大切である。具体的には、Show and Tell など、３

人称を扱った言語材料でやりとりすることを様々な

場面で繰り返し行う活動、生徒同士で読み合い、誤り

を修正するような活動に取り組んでいくことが重要

である。 

○正答は、「We donʼt waste the food in our school 
lunch.」など、具体的な解決策になっていて、理解で

きる英語で伝えたい内容が書かれているものである。

We have to stop wasting food.など具体的な解決策

になっていない解答が 36.9%となっている。このよう

に解答している生徒は、内容を繰り返しているだけ、

感想を述べているだけなど、解決策としての適切さに

欠けており、資料の内容を十分にとらえられていない

と考えられる。意見自体を持っていない解答をしてい

る生徒は、読み手として主体的に考えたり、判断した

りしながら理解することができていないと考えられ

る。また、語や文法に誤りがあり内容が理解できない

解答が 17.9%となっている。 

 

○学習指導に当たっては、読む目的に応じて要点を把握

した上で、得られた複数の情報を総合的に判断し、内

容に対する感想や賛否、自分の考えなどを話したり書

いたりして表現するなど、領域間の統合的な言語活動

を工夫することで、批判的な読み方を育てることが重

要である。 

－ 51 － 

１０ 

問題の概要・趣旨 正答率(％) 無解答率(％) 
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問題の概要・趣旨 正答率(％) 無解答率(％) 

聞いて把握した内容について、やり取りすることができる 

（話すこと） 

全国（国公私立） 

10.5 20.7 

○正答は、「What does he cook?」など、正しく伝わる英

語で、やり取りを踏まえた質問をしているものである。

聞いた英語が十分に理解できなかったり、やり取りの

英語をほとんど聞き取ることができなかったりした生

徒が多かったと考えられる。誤答では、Iʼm hungry. 
Christmas chicken very good.など、やり取りを踏ま

えた内容を解答していないものが 33.5%であった。ま

た、What your brother cook food?など、助動詞や動

詞の欠落もみられた。 
 

○学習指導に当たっては、準備時間を設けず、最初から

即興性のあるやり取りや場面を設定することが重要で

ある。日頃から継続的にやり取りをする機会を増やし、

やり取りができる力を育てることが大切である。また、

教師自身が生徒とやり取りをすることで、ストラテジ

ー（会話を継続・発展させる方法）使用のモデルを示

したり、既習の教科書を用いて、本文中の会話にどの

ようなストラテジーが使われているかを生徒に振り返

らせたりすることも有効である。 

※「話すこと」調査結果は、英語（聞くこと、読むこと、書くこ

と）とは実施生徒数が異なるため「参考値」として集計してい

ます。都道府県別、指定都市別の公表は行っていませんので、

ここで示している数値は、全国（国公私立）のものとなります。 

○正答の条件は、①どちらの案がよいか１つ選んで意見

を書いていること、②選んだ理由等について２つの案

に触れながら書いていること、③２５語以上の英語で

書いていることである。誤答で多かったものは、条件

③を満たさないで解答しているもの（29.5%）、条件を

満たしているがコミュニケーションに支障をきたすよ

うな語や文法事項等に誤りがあるもの（29.3%）であっ

た。この結果から、コミュニケーションに支障をきた

すような誤りを修正することで改善が図られていくと

考えられる。 

 

○学習指導に当たっては、テーマについて自分の考えを

持つことや、伝えたいことを読み手に正しく伝えるた

めに語や文法事項等を正しく理解して書き表すことが

できるようにすることが必要である。さらに、文章構

成や形式の指導も大切である。「話して書く」「読んで

書く」等の領域を統合した指導、書くことを増やすた

めの指導、I, You 以外の主語を用いて書く指導などを

計画的・継続的に取り入れることが必要である。 
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Ⅱ 結果の詳細 
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（国立教育政策研究所教育課程研究センター「平成３１年度（令和元年度）全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業アイディア例」より） 
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